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安部悦生 ・横井勝彦 ・RobertFitzgerald・CharlesHarveyの4名は、1996年度
の国際交流基金事業共同研究 ・学術 調査 として、以下のよ うな活動 を行 なった。
まず本 共 同研 究の 目的 は、次 の よ うな もの であ った。 アメ リカ合衆 国 と比較 し
て、 日英 両国は比較的類似 した国土 と人 口規模を持 ち、かつ長 い歴史 に育 まれて独
自の伝統 を持 っている。 したが って直接両国 を比較 する ことには、大 きな意義が あ
るとお もわれ る。両国は長 い伝統 の結果 として、経済制度 に もそれぞれ特徴 的な仕
組 みを持 ってい るが、その特質 を明 らかにすると共 に、両国の研究者 の共同研究 に
よ り、両国を直接比較 し、その類似点 と相違点 を明 らかにす ること。 とりわけ、 日
本経済 ・企業 の国際化は、戦後 目覚 ま しく進行 しているが、その意味 は ミクロ ・レ
ベルだけではな く、経済団体の活動、政府 の産業政策 の レベルにおいて も検討 され
な ければ理解 しえず、 また長期的 な動 向の分析、すなわち歴史的分析 な しにはな し
得 ないと思 われる。 と くに、イ ギ リスは海外投 資 ・輸 出の面で19世紀 中葉か ら世界
を リー ドして きてお り、その先駆的かつ特徴的な歴史的バ ックグラウ ン ドを考慮す
ると、国際化 とい うレベル で考えて も、両国 の比較 には意味があ ると思われ る。
このよ うな課題を設定 した本共同研究 では、イギ リス側のRobertFitzgeraldや
CharlesHarveyが日英両国企業のマーケティ ング活動 とい う ミク ロ ・レベルの調
査 ・研究 を行 ない(国 際化が と りわ け要求 され る分野 である)、 横井勝彦 はイギ リ
スの経済 団体 の活動の分析 といった産業 レベルの調査 を行ない、安部悦生 は 日英両
国の産業政策、特 にハイテク産業に対 する政 府の対応 を調査 した。
研 究 チ ー ム を 紹 介 して お く と、RobertFitzgeraldは、 ロ ン ドン大学 のRoyal
Holloway(College)で研 究 ・教 育 に携 わ って い る若 手 の研 究 者 で あ る。 これ まで
イ ギ リス の戦 闘 期 の人 事 ・労 務 管理 や 、最 近 で は ラウ ン トリー社 と い うイ ギ リスの
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大 手 製 菓 メー カ ーの 分析 を 、主 に マ ーケ テ ィ ングに焦 点 を 当て て研 究 して い る。 ま
た近 年 は 日本 企 業 に も関心 の幅 を広 げて いる。(安 部 悦 生 とRobertFitzgerald共
編 のTheOriginsofJapaneseIndustrialPower,FrankCass,1994参照 。)
CharlesHarveyは、 同 じ くRoyalHollowayで教 授 と して 、 研 究 ・教 育 に携
わ って い る。 彼 は主 に企 業 者 活 動 に関心 を持 ち、 これ まで にWilliamMorris－工
芸 家 と して著 名 な ウ ィ リア ム ・モ リスー イ ギ リスの 自動 車 企 業 家 の ウ ィ リア ム ・
モ リス とは別 人一 の企 業 家 と して の側 面 に焦 点 を当 て た。 ま た、 リオ ・テ ィ ン ト
社 の企 業 者 活 動 につ い て も研 究 して きた。
横 井 勝 彦 は、 イ ギ リス の同 業者 団体 や 、 イ ギ リス資 本 主義 の イ ムペ リア リス テ ィ
ックな側 面 に関 して これ まで 精 力 的 に論 文 を発 表 して きた。(「 イギ リスに お け る
ビジネ ス ・ポ リテ ィ ック スの 展 開 と経 済 団体 」 、 「ロ ン ドン商 業 会議 所 と帝 国政 策
1881～1914年一 」 、 「シ テ ィ と海 上 覇権 一 ロ ン ドン商 業 会 議 所 の 海 軍 増 強
運 動 一 」 、「イギ リス 『例 外 構造 論 』 再 考 」 な ど参 照 。)
安 部 悦 生 は 、主 に イギ リス資 本 主 義 の 発展 、特 に鉄 鋼 業 を研 究 して きたが 、 近 年
は 日本 企 業 の発 展 や政府 活 動 に関 心 を持 って い る。r大 英 帝 国 の産 業 覇 権 一 イギ
リス鉄 鋼 企業 興 亡 史 』 、 「企 業 と政 府 一 ザ ・サ ー ド ・ハ ン ド」(戦 後 日本 の産 業
政 策)、 「イ ギ リス産業 と リス トラ クチ ャ リ ングー 一 つ の長 期 視 点一 」 、 「革
新 の 概 念 と経 営 史 」 な ど参 照 。
研 究 活 動
横 井勝 彦 と安 部悦 生 は8月 末 か ら9.目にか けて イ ギ リス を訪 れ 、RobertFitzger-
aldやCharlesHarveyと意 見 を交 換 した。 また 横井 の テ ーマ に関係 の深 い研 究 を
して い る。 同 じ くRoyalHollowayカレ ッジ、歴 史 学 部 のJohnTurnerにも情報 提
供 を あ お いだ 。 さ らに、横 井 勝 彦 は ウ ォ リック大 学 や ロ ン ドンの ギル ドホ ール ・ラ
イ ブ ラ リを訪 れ 、資 料 を収 集 した。 また安 部悦 生 はパ ブ リ ック ・レコ ー ド ・オ フ ィ
ス やLSE・ ライ ブ ラ リで資 料 を収集 した。他 方 で、RobertFitzgeraldは、9月
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初 めに来 日し、 日本企業 のマーケテ ィング活動に関す る資料 を収集 した(本 学経営
学部 マーケテ ィング専攻 の大石教授に もご助力頂いた。)
以上の活動 を通 して、 日英両国の戦 闘期 か ら戦後にいたる時代の経済史的 ・経営
史的比較 への探 究がなされた。
成 果 へ の展 望
現 時 点 で は、 各 自が収 集 した 資料 の分 析 を 行 な って お り、 な お その成 果 につ いて
語 る こと はで きな いが 、安 部 悦生 の研 究 に関 して簡 単 に言 及 す れば 、彼 は半 導体 や
コ ンピュ ータ ー産 業 にた い して政 府 が ど の よ うに関 わ った か を研 究 しよ う と して い
る。 イ ギ リス や 日本 の政 府 の対 応 は どの よ うに異 な って いた の か 、 また現 時 点 の評
価 で は イ ギ リス の コ ン ピュー タ ー ・メー カ ーが 「壊 滅 」 した の に対 し、 日本 はNE
C、 富 士 通 、 日立 、 三菱 、沖 、東 芝 な どの よ うに、 あ る程 度 この分 野 にお い て競 争
力 を保 持 して い る。 その原 因分 析 が課 題 で あ る。
既述 の よ うに安 部 悦 生 は パ ブ リ ック ・レ コー ド ・オ フ ィス にあ る資 料 を収 集 し分
析 しよ う と した 。 と りわ け、MinistryofTechnologyと呼 ばれ るハ イ テ ク産業 政 策
の要 とな った政 府組 織 を分析 しよ うと した。 しか し、 イ ギ リス には30年ル ール と呼
ば れ る ものが あ り、30年経 た な い と政 府 資料 は開 示 され な い こと にな って い る。 こ
の た め、 十分 な資料 収 集 はで きな い ことが わ か った。通 称 ミンテ ク と呼 ばれ る同省
は 、1964年に設 立 され、1970年ま で存 続 した 。 しか し、30年ル ール を適 用 す る と、
資料 の開 示 は1994年に な り、 ち ょ う ど資 料 開 示 が部 分 的 に始 ま った状態 に過 ぎ な い。
重要 と思 わ れ る資 料 の存 在 は確認 で きたが 、 それ らの開 示 は容 易 で は な く、 ま た30
年経 って も、政 府 が 必要 と判 断 す る と開 示 が2000年や2005年に ま で30年を越 え て開
示 され な くな る。 現 実 に か な りの 資料 が ク ロ ーズ ドさ れて いた。 そ れ ゆえ 、 ミンテ
クを政 府 資料 か ら分 析 しよ うとす る こ とは 、現 時 点 で はか な りの困 難 が あ る こ とが
わか った。 もちろん 、一 部 は開 示 され つ つ あ り、若 干 の資料 は手 に入 れ る こ とが で
きた。 しか し他 の資 料 に よ って補 完 す る こ とが必須 で あ る。一 方 、 日本 の通 産 省 に
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関 しては通商産業史研究所 の資料 が入手 できる予定である。
以上の ように、資料 的に若干の困難が存在 する ものの、共同研究全体 としては、
各 自が一次 資料 に基 づ き、 ファース ト・クラスの研 究成果 を期待 できると考 えて い
る。
成果 は、で き得れば、何 らかの形 で 日英両 国語で発表 したい と計画 している。
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